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人口と世信
1月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.797人 (+ 120人)
[うち外国人902人]

男 65.923人(ー24人)
女 66.874人(+144人)
・世帯 51，433世帯 (+476世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

毎月 1日・iGl日発行

我孫子市役所総務部広報室
岱[IE・~・[UIj代表

〒f'..i'ltl・W:J'.，l我孫子市我孫子 1858番地
市ホームページアドレス
http://www.cit.abiko.chiba:p 

フJ7lneぴ乙2006
‘感動・体験!いよいよ あびこは おもしろい"をテーマに、 I市民活動フェアinあひ'こ2006Jを開
催します。参加する71団体が IスポーツJrまちづくりJr保健・福祉Jr教育・文化Jr環境Jの5つの
分科会と I全体企画会jの6つに分かれ、さまざまな催しを行います。市民活動フェアは、より多くの皆
さんに市民活動を紹介する、出会い判中間づくり、お互いの交流の場です。

申し込み不要c*は要申し込み)
※託児室で託児を行います。G要申し込み)
主催 市民活動フェアinあぴこ2006実行委
員会(市民活動団体と市)
固サポートセンターft7185・5233

日程 2月4日凶.5日間
蝿所 アビス夕、利根川ゅうゅう公園
内容下表参照
入場料無料(iパソコンクラフ卜Ji健康づ
くり“マクロピオテック食"の提案Jは有料)

2月4日(土.)) 
分科会名 催し名 内 容 時間・場所

講演「サッカーを通じて組織講師団島幸三さん(働日本サッカ 10: 00'" 11 :00 
や目標に向かつて力を合わせ
る事の大切さを学ぼうJ 一協会常務理事・技術部長) ホール

スポーツ スピードポールを楽しもう!
高齢者も、障害者も、誰でも楽しめ 1 0 : 00'" 11 : 30 
るエジプトの国技を体鞍 第1学習室

楊名時気功f太極拳Jと健康体①太極拳12:00"'12: 50 ①自彊術13:00"'13:50
操f自彊術j体験学習会 定員先著名35人第1学習室

あなたも一緒に社吏ダンスを 定員先着30人 14: 10"'16:00 
第1学習室

保健 100歳まで冗気で生きるため講演、貯筋(ちょきん)体操、手話 13 : 30'" 16 : 00 
福祉 ダンス、骨年齢凋定ほか ホール
歌いましよう、ミュージカル「サンフイズ・サンセνトH虹のか 13 : 00 '" 16 : 00 

教育
の名曲 なたにJなど名曲の合唱 ミニホール

オートシェイプで描薗 10: 30"'12 :00 
パソコンを使って絵を描く

定員先着20人 第4学習室
文化
パソコンよろず相談室

ソフトの相談は、マーユアjレ持参。 13: 00'" 16: 00 
ノートパソコン持ち込み可 第4学習室

しゃべり場!
市内の10代.20代の著者たちが 14: 30'" 16: 00 

全体 ボランティアなどについて語り合う 第2学習室
企画会
第2固鴻〉1ンクの集い 青少年問題、アスペスト、年金など 13 : 00'" 16 : 00 

についての説明と相談 第5学習室

【2月4日比)・5日(日))
分科会名 催し名 内 容 時間・場所

スポーツ
「アクセスディンギー(ョ、ソ 子どもから大人まで楽しめるヨνト10: 00"'16: 00 
ト)J実物展示ほか を展示(説明もあり) ストリート

①シェフフンチ調理体験嘩申し込み1月20日まで)
女「健康づくり“マクロピオ①シェフランチ800円(要申し込み1月29日"'2月

まち
テック食"の提案J/体に良 2日)[ゆ10: 00'" 15 : 00調理室
い食材吟味/シェフランチの ※当日、弁当販売もあります。

づくり 提供 ¢⑪の申し込み先 「たて・横・ななめJft7182・9323、
休日・夜間はft71 06・9898

2005年東葛映画祭開催と映我孫子での映画口ケ現場の写真パネ 11: 15 '" 12 : 30 
画撮影支援 jレの展示と映画上映 ミニホール

ライブ喫茶 rNOWq フォークギターの演奏やお笑いと軽食コーナー

無料休憩所
4日..10 : 00 '" 14 : 30 5日..10 : 00 '" 16 : 00 
第2学習室

ビデオ上映 「古代米JrおぴしゃH船渡西遺跡J1 0 : 00 '" 11 : 15 
「市の史跡と伝統文化の作品Jの上映 ミニホール

教育
デジカメとパソコンを使って名刺や 1 0 : 30 '" 16: 00 

パソコンクラフト プリクラを作成
参加費 100円

第3学習室
文化

14: 00"'15 : 00 (13: 30'"総合案内前で受付)
手翼沼船上ウオ、ソチング

定員先着35人(荒天中止)
子どもおしゃれ村&子ども工舞い上がるペットボトルクフフト作 1 0 : 00 '" 12 : 00 
作教室 りとネイルアートほか 工芸工作室
アートは楽しい!一緒に作ろ竹を使って直径6mのドームを製作 10: 00"'15: 00 
う スタードーム! (天候により中止の場合あり) 公冒側工ントランス

環境 谷津の魅力を知ろう 香津のジオラマと写真展示
10: 00"'16: 00 
ストリート

展示『市内で活動するフェア 1 0 : 00'" 16 : 00 アビスタ内各会場
全体 参加団体をパネルで紹介J
企画会
作ったおもちゃで遊ぼう バルーンアートと折り紙で遊ぷ

13 : 00'" 16 : 00 
工芸工作室

2月5日(日))
分科会名 催し名 内 容 時間・場所

体鞍乗馬会

d私 鴎 -
10: 00'" 14: 00 
利樹11ゅうゅう公園

スポーツ
※天候により中止の

マウンテンバイクの試乗
場合あり。

大地震への市民の備えは
1 0: 00 '" 11 : 30 

講演「我孫子と地震J 講師 当麻純ーさん(側電力中央研究 ホーjレ
所地球工学研究所長)

まち
簡易担架の作り方と三角巾

災害時の被災者救助方法を体験
11 : 30 '" 12 : 30 

(きん)の使い方 ホーjレ
づくり
講演「白樺派の文士たち講師石p孝行さん(側泉北スーパー 10: 00'" 12: 00 
が食べたカレーの再現J 相談役) 第1学習室

我孫子農産物即売会 安心、安全新鮮な「あびこ工コ農産 10: 00'" 12: 00 
物J;を販売 公園側工ントランス

*癌(がん)の病院と医師情報提供(個別相談) 10: 00'" 11 : 00 
申し込み先谷口ft7139・9522 第4学習室

保健 食わかりやすい医療ミ二講座「癌と診断されたらJ 11 : 00'" 12 : 30 
申し込み先谷口ft7139・9522 第4学習室

福祉 女気軽に話し合いましよう①くすりとの買い付き合い方 ①健康①13:30"'14:30 
~ハッピーなシニアライフ と生きがいづくり、気づき合い ①14 :45"'15: 45 
を目指して~ 申し込み先栗原ft7169・9672 第4学習室

図書館を語る集い
立川誠ーさん(前相市立図書館長)と 13: 00 '" 16: 00 
語り合う 第5学習室

教育
子どもわくわくミーシアタ演奏、影盤、お話会、劇ほか

13: 15'" 14 :40 
ミニホール

文化 音楽と映像のコフポレイ 「ふるさとのそよぐ風Hすばらしい北 15: 00 '" 16: 00 
ティブ・コンサート の園HポプラJほか ホーjレ

体験しましょう~キーポキーボード演奏を休鞍 10: 00'" 12: 00 
ード演奏の楽しさ~ 第5学習室

講演「手翼沼の鳥は、今J
講師間野吉幸さん(我張子野鳥を守 15:00"'16 :00 
る会会長) ミニホール

環境
手翼沼遊歩道の「野良猫を野良猫を世話しながらふやさない活動 13 : 00'" 13 : 50 
ゼロにする活動報告j を紹介 第1学習室

谷津の魅力を知ろう
香津の自然素材でしおりとリースづく 1 0: 00 '" 12 : 00 
り 工芸工作室

シーア・団塊の世代を迎える多様な市民活動についての
パネルディスカνション

全体
「生涯現役フォーラムJパネリスト 島藤拡子さん(フェア実行委員長)、小野

企画会
~仕事以外の居場所づく 公嗣さん・西村美智代さん(地域活動インターンシップ
り~ 体験者)、 NPO法人ACOBA，NPO法人あぴこ・シ二

ア-ライフ・ネνト、我孫子走友会、福嶋浩彦市長
13 : 00 '" 14 : 40 ホール

サポートセンター利用者協議会
会員募集説明会

今年5月、我孫子駅前に移転するボランテ

ィア・市民活動サポートセンターの利用者協

議会設立に向けて説明会を開催します。

利用者協議会は、 (仮称)市民活動サポー

ト委員会を社会福祉協議会・市と共に構成し

ます。

日時・場所 第1回..1月26日開17問、市

民会館大会議室第2回..1月29日旧)午後

1時30分、消防本部大会議室

内容利用者協議会の概要会員募集

主催利用者協議会設立準備会

固サポートセンターft7185・5233

池田友二収入役

退任

2005年12

月31日をもっ

て、収入役の

池田友二氏が

退任しました。

池田氏は福祉部長、秘書室

長などを歴任後、 1999年4

月1日に収入役に瓢任し、 6

年9カ月間務めました。

なお、 1月から会計課長が
職務1t理を務めています。

リサイクル社会の実現をめざして
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理念・条頂巴対するご意見
①「積極的格差故善措置Jは、女性の優
遇制度で逆差別だ。男女平等に反するの

で削除すべきだ。

①「間接的差別Jは、個人の主観が入り、
判断基準カ唱しいので削除すべきだ。
@f個人の尊厳Jを教育の基本にするな
ら 「公の尊重Jも入れてほしい。

.......... ・・.._
市の考え方

①過去の差別の結果、社会的・経済的な

格差カ噌在するところでは、 「機会の平等J
は現実には難しいことがあります。個々 の
活動の場において実質的に機会の平等を設
けるための暫定的措置で、男女共同参画基

本法にも規定されています。

①「間接差別Jは、外見上は公平中立な基
準でも、現実には一方の性に不利益を与

え基準に合理性カ溜められない場合をい
います。男女共同参画を推進するためには、

是正していく必要があります。

@f個人の尊重Jとは、自己の利益を主張
する利己主義ではなく、すべての人聞を自

主的な人格として平等に尊重しようとする

ものです。このことは 「公の尊重Jに結び
っくと考えます。

憩酸会の素案への
市民からの意見と市の考え方

全体・前文巴対するご意見
①カタカナ語をやめて、わかりやす

い文言を使った条例にしてほしい。

①「性別による固定的役割分担意識J
については、従来の男女の協力による
分業を悪と決め付けて排除するのは誤

り芯男女の性差や日本の伝統文化

慣習を否定しないことと、ジエンタ
ーフリーの思想を入れないでほしい。

市の考え方

①カタカナ語は使用せず、分かりゃすい
言葉で、誰にも分かる条例を作ります。

①多様な生き方を選択できる社会の実現
を目指すもので、性差や伝統文化をなく

すものではありません。ただJ男は仕事、
女は家庭J;などの固定的な考え方が、個
人の能力や個性を発揮できない環境を作
る恐れがあるため、その要因を解消する

もので、専業主婦を否定するものではあ

りません。また、ジエンターフリーは、

男女の遣いをなくし人間の中性化を目指

すものではなく、男女が性別による差別

を受けないという意味で捉えています
が、分かりゃすい言葉を使用します。
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日
日
制
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
計
所
得
金
額
が
一
定
基

準
以
下
の
方
に
本
来
申
告
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に
必
要

で
す
の
で
、
所
得
の
有
無
や
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

施策巴対するご意見
①特定の市民団体制腿するのはおかしい。

@男女共同参画月聞は長すぎる。経費節

滞のため、 1週間か10日でよい。
『 司

市の考え方

①市民・事業者と連携して男女共同参

画を推進しますが、特定の団体を優遇

するものではありません。

①男女共同参画月間にしたのは、市民
に対して広く啓発するための期間を畏

くするためです。経費が増えないよう

に工夫します。

税
務
署
に
よ
る
咽
定
申
告
'
の
作
成
椙
畿
会

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
医
療
費
控

除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

の
還
付
申
告
者
や
年
金
受
給
者
の
方

を
対
象
に
、
税
務
箸
に
よ
る
申
告
書

作
成
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
識
日
時
・
場
所
1
月
旦
日

ω、

午
前
9
時
初
分
か
ら
ロ
時
、
午
後
1

時
か
ら
3
時
却
分
、
市
民
会
館

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
け
付

け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
皇
国
相
殺
会

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
の
対
象
は
、

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
・
消
費
税

の
申
告
と
、
年
金
受
給
者
・
給
与
所

得
者
の
所
得
税
の
申
告
で
す
。

相
設
日
時
・
場
所
2
月
1
日
附
・

2
日
同
市
民
会
館
2
月
6
日
側
・

7
日

ω・
8
日
制
柏
市
沼
南
支
所
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
ロ
時
、
午

後
1
時
か
ら
3
時
却
分

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
け
付

男女共同参画条例{市素案)の構成

け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
4
年
度
と
2
0
0
5
年
度

の
税
制
改
正
で
す
で
に
決
定
し
て
い

る
、
2
0
0
6
年
度
の
市
県
民
税
を

計
算
す
る
h
?え
で
の
重
要
な
改
正
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

改
正
の
特
徴
と
し
て
は
、
世
代
聞

の
公
平
を
図
る
観
点
か
ら
、
特
に
日

歳
以
上
の
方
の
税
負
担
が
増
え
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
審
の
均
等
割
非
課
税
措
置
の
廃
止

。
我
孫
子
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
均
等
割
の
納
税
義
警
乞
負

う
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
喪
に
対
す

る
市
民
税
と
県
民
税
の
均
等
割
の
非

課
税
措
置
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
0

0
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
喪
で
あ

っ
て
も

一
定
の
所
得
が
あ
れ
ば
、
2

0
0
6
年
度
か
ら
均
等
割
(
市
民
税

3
0
0
0
円
、

県
民
税
1
0
0
0

円
)
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

基本的な考え方 (3条)

。人権ゆ尊重 O男女聞の暴力的行為の根絶 O社会制度・慣行への配慮 。政策・方
針の立案や決定への共同参画 。家庭生活と他の生活の両立 O生涯学習における個人
の尊厳と男女平等の尊重 O男女の生涯にわたる心身の健康の確保 O国際的協調

G 
(市民の権利(4条))(市民の責務(5条))(市の責務(6条))(事業者の責務(7条》

G 
(性別による権利侵害の禁止(8条)) ~ ( 

基本的怠施策等
O基本計画の策定 (10条)iQl基本的施策(11条)…決定過程における男女平等、雇
用の場における支援農業・自営の商工業の分野における支援、家庭生活と社会生活
の両立支援、生涯学習における人材育成民間への支援と連携

推進体制
。推進体制の整備 (12条) 0広報・啓発活動 (13条)…調査・研究と情報の収
集・整理、広報活動啓発活動男女共同参画月間 O意見及び苦情の申し出 (14
条) iQl相談への対応 (15条) 0我掛子市男女共同参画審議会 (16条)

G 
男女共同参画社会の形成

市民一人ひとりが尊重される社会へ

市役所の電話番号宮7185-1111

h
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E

h
b
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間
も
な
く
所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。
申
告
に
は
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
2
0
0
6
年
度
の
市
県
民

税
は
、
2
0
0
4
年
度
と
2
0
0
5

年
度
の
税
制
改
正
で
大
き
な
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申

告

に

必

要

な

書

類

は

寧
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
、

不
動
産
所
得
者
・
:
収
支
内
訳
書
ま
た

は
脅
色
決
算
申
告
書
事
給
与
所
得

者
:
・
給
与
所
得
の
源
泉
徹
収
票
(
原

本
)
寧
年
金
受
給
者
:
・
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)
市
生

命
保
険
、
個
人
年
金
、
損
害
保
険
の

支
払
い
の
あ
る
方
:
・
そ
の
控
除
証
明

書
事
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
(
個
別
納
付
分
)
の
支
払
い
の

表現についての留意(9条)

②
定
率
減
税
の
変
更

。
1
9
9
9
年
度
か
ら
当
時
の
著
し

く
停
滞
し
た
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
適
用
さ
れ
て
い
た
定
率
に

よ
る
税
額
控
除
(
い
わ
ゆ
る
定
率
減

税
)
に
つ
い
て
、
そ
の
控
除
率
と
控

除
限
度
額
が
下
が
り
ま
し
た
。

。
2
0
0
5
年
度
ま
で
は
、
控
除
率

が
市
民
税
・
県
民
税
算
出
所
得
割
額

の
日
%
で
、
そ
の
日
%
相
当
額
が
4

万
円
を
超
え
る
場
合
は
4
万
円
が
限

度
で
し
た
が
、
2
0
0
6
年
度
か
ら

は
、
控
除
寧
が
7
・
5
%
に
、
控
除

限
度
額
が
2
万
円
に
な
り
ま
す
。

③
老
年
者
控
除
の
廃
止

。
臼
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
1
0
0
0
万
円
以
下
の
方
に
対

し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除

(
市
民
税
・
県
民
税
控
除
額
必
万

円
)
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

。
な
お
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
伴

い
、
寡
婦
控
除
・
寡
夫
控
除
が
復
活

し
て
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp

該
当
す
る
方
は
2
0
0
6
年
度
か
ら

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

④
公
的
年
金
等
控
除
額
の
計
算
方
法

の
変
更

。
日
歳
以
上
の
方
(
2
0
0
6
年
度

の
場
合
、
昭
和
凶
年
1
月
1
日
以
前

生
ま
れ
)
の
公
的
年
金
等
の
収
入
か

ら
控
除
さ
れ
る
公
的
年
金
等
控
除
額

の
計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
邸
歳
以
上
に
適
用
さ
れ
る
非
課
税

措
置
の
廃
止

。
日
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方
に
対
す

る
非
課
税
措
置
が
廃
止
に
な
り
ま
す
0

0
た
だ
し
、
昭
和
白
年
1
月
2
日
以

前
生
ま
れ
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
1
2
5
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
2
0
0
6
年
度
と
2
0
0
7
年

度
に
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

圃

確

定
申
告
:
・
柏
税
務
署
宮
7
1

4
6
・
2
3
2
1
、
市
県
民
税
の
申

告

・
改
正
内
容
:
・
課
税
課
市
民
税
担

当
・
内
線
3
3
4

。は「あぴこ楽校jの事業です。
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有朗自範車駐車場の副岡申語

取Ee5要け伺け
現在利用中の方も申請を

市
で
は
、

4
月
か
ら
の
有
料
自
転

車
駐
車
場
(図
・
表
参
照
)

の
利
用

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

現
在
利
用
中
の
方
も
3
月
旦
日
で

有料自転車駐車湯:221tiE12
E理E冨盆，llfMI院温

¥ 

使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

1
月
時
日
側
か
ら
担
日

ω
 

利
用
期
間

月
白
日

利
用
で
き
る
方 4
月
1
日
か
ら
切
年
3

住
居
や
勤
務
先
が

.、
司，.; 

-r ... ;c富司bllf日胞掴/ 

各
駅
か
ら
5
0
0
m
を
超
え
る
通
勤

.
通
学
者
な
ど

申
請
方
法
申
請
書
(
各
自
転
車
駐

車
場
の
管
理
棟
に
用
意
)
に
必
要
事

会
社
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
員
が
出
没
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
と
き

は
消
防
本
部
へ
ご
逮
絡
く
だ
さ
い
。

※
警
報
器
を
購
入
し
て
も
取
り
付
け

が
で
き
な
い
場
合
は
、

N
P
O法
人

デ
イ
ヘ
ル
プ
宮
7
1
8
2
・
3
7
4

4
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃
消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1

.
ヴ
'
ヴ

'nu
つ』

• 
市
内
の
取
扱
屈
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

6
月
1
日
か
ら
(
既
存
住
宅
は
切

年
目
月
1
固
ま
で
に
)
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
の

取
扱
庖
は
左
衰
の
と
お
り
で
す
。

設
置
場
所
は
、
寝
室
と
し
て
使
用

す
る
す
べ
て
の
部
屋
で
、

2
階
に
あ

る
場
合
は
階
段
に
も
取
り
付
け
ま
す
。

台
所
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、
熱
式
警

報
器
の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

価
格
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
1
万

円
程
度
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

な
お
、
借
家
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
所
有
者
や
管
理

電話番号
7182・5602

7182・5∞8
7184・3281
7184・6253
7185・8111
7184・3330
7182・2018
7183・6411
7182・8111
7182・1054
7183・0683
7182・0701
7185・2351

取扱庖名 所在地
山一電気工業側 久寺家177・7
のだでんきつくし野庖 つくし野2・14-7
中央電器本直 つくし野7・13・1
かわの電器我孫子高 つくし野7・15・5
工スパ我孫子庖 我孫子142・1
渋奇総合設備帽 我孫子417
帽玉田電機水道工業 船戸1・1・5
イ卜ーヨーカドー我孫子唐本町3・2・28
我孫子設備岡 本町3・6・1
鈴木電装欄 寿1・1・3
本間デンキ 寿1・21・22
佐伯電気岡 寿2・2・13
タイコー電器 寿2・3・9
ギガスケーズデンキ側
我孫子パワフル館 寿2・24・21

モーリス防災販売側本社 若松141・4
コジマ側我孫子庖 並木7・15・28
NPOあびこ・シニア・ 並木9・5・12
ライフ・ネット
側イマデン 栄5・18 7183・1167
平久保電気工事嗣 栄18・8 7182・4033
渡辺電機樹 高野山346・5 7184・8222
イ卜ウデンキ 天王台3・21・3 7182・1565
でんきのハシモ卜 天王台3・23・1 7182・3175
サンワ電機販売嗣 天王台6・10・7 7182・8250
大井電気商会欄 柴崎台2・7・30 7184・6776
斎藤電化サービス 青山台4・6-15 7184・3821
東日本ガス側我孫子事業所下ヶ戸608 7182・4175
ユニテrィ我孫子庖 湖北台8・7・8 7187・3331
山崎家電販売嗣 湖北台8・18・11 7188・1210
根本電機商会冊 中里15・1 7188・0101
田口電気工事庖 中里332 7188-2009 
島田電機網 中峠1346・7 7188・8222
高橋電工冊 中峠1771・4 7188・3289
広瀬電気工業冊 中峠3048・64 7188・1656
海老原電気 日秀270 7188・2573
渋奇電気水道設備樹 新木2705 7188・9131
ケーヨーデイツ一新木野直新木野2・7・51 7187・6686
備耀電気工事 布佐901 7188・1822
ワカシオ電気 布佐2820 7189・1018
杉山電気商会 布佐3265 7189・3020
斉藤電器 布佐平和台1・1・01047189・4188
ヒロセ電気商会 新々 田56・3 7189・2629

7185・8500

7182・5719

7185・2461
7183・1511

放置自転車は撤去します

市では、我孫子・天王台
駅周辺の動上区域内や公共
の場所に放置されている自
転車を簡時撤去しています。
Jなどを利用する際は自転
車駐車場を3リ用ください。

-Ea
且
守
圃

咽

峰

畠

佐

園
自
白
-

布

朝
剖

ロ
車

富
恵
転
，
F

Z
駅
自
宿
泊
・

E
健
前
車

G
4

布
眠
障私

/ 

項
を
明
記
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
に

投
か
ん
(
申
請
は
1
人
1
台
に
限
る
)

利
用
決
定

申
請
は
一
括
で
審
査
し
、

応
募
者
象
の
場
合
は
抽
選
で
決
考

子rと宅相談員を
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
や
援
助
活

動
に
、
熱
意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
時
平
日
の
週
2
日
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時

勤
務
場
所
市
役
所
子
ど
も
課
(
西

別
館
2
階
)

任
期

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
(
勤

務
実
績
に
よ
り
再
任
あ
り
)

対
象
自
動
車
を
運
転
で
き
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

※
利
用
決
定
者
に
は
、

3
月
上
句

に
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

使
用
料
の
納
付

金
融
機
関
に
納

入
通
知
書
を
持
参
し
て
、
使
用
料

を
納
付
し
、
領
収
書
を
受
け
取
る

定
期
シ
I
ル
の
交
付

3
月
お
自

国
か
ら
羽
田
働

(
7
日
間
)
屋

外・・・
午
前
6
時
却
分
か
ら
午
後
6

時

却

分

屋
内:・
午
前
6
時
却
分

か
ら
午
後
9
時

※
屋
内
は
、
定
期
シ

I
ル
の
交
付

時
に
駐
車
位
置
の
抽
選
を
行
い
ま

す。

7
日
間
毎
日
抽
選
を
行
い
ま

す
の
で
、
早
朝
か
ら
並
ん
で
も
希

望
す
る
駐
車
位
置
に
当
選
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

※
領
収
書
を
管
理
棟
に
持
委
し
、

定
期
シ
l
ル
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

圃
交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0

①
大
学
で
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、

児
童
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会

学
を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら

に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
た
方

②
医
師

③
社
会
福
祉
主
事
と
し
て

2
年
以
上

児
童
福
祉
業
務
に
従
事
し
た
方

④

φ
か
ら
③
に
準
ず
る
方
で
、
相
談

員
と
し
て
必
要
な
知
識
と
経
験
を
持

つ
方
定
員

2
入

賞

金

日

額
1
万
円

選
考
方
法
書
類
審
査
、
面
接

(
2

月
幻
日
予
定
)

申
し
込
み

履
歴
書
(
縦
4
・
5
m

×
横
3
・
5
仰
の
写
真
を
貼
付
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、

「
現
代
社
会

に
お
け
る
親
子
や
家
族
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
問
題
意
識
」
を
テ
l
マ
に

レ
ポ
ー
ト
を
8
0
0
字
程
度
に
ま
と

め
、
資
格
要
件
を
証
明
す
る
書
類
を

添
え
て
、

2
月
日
日
消
印
有
効
で
一
T

2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
子
ど
も

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

圃
子
ど
も
課
・
内
線
4
0
8

V募集する自転車駐車場(屋内・屋外)
収容台数

自転車原付

2.076 ー
胃がん検診(後期) 金料称名

①我孫子駅北口

番号

自転車….....・H ・..…...・H ・.9.720円/年
自転車(1陪・ 2階)…9.720円/年
自転車 (3陪)…....・H ・.3.720円/年
原付 (50∞以下)..・H ・24.360円/年
自転車(地下・ 2階)…9.720円/年
自転車 (3陪)…....・H ・.3.720円/年

自転車(1簡・ 2階)日仏720円/年
自転車 (3陪)…口H ・H ・.3.720円/年
原付 (50∞以下)……24.360円/年

148 1，467 

1.094 
h
J
 

目

パ

丁

ル

南

3

ク
子

町

イ

孫

索
中
特
，
都
日

②

③

 
屋

内

④サイクルパーク
天王台南 87 

⑤我孫子駅北口原付 ー 291 
⑥我孫子駅南口第3 380 20 
屋⑦天王台駅北口第1 700 100 
外③天王台駅北口第2 600 100 
⑨天王台駅南口第1 600 100 
⑩布佐駅東口駅前 600 30 

※使用料は年間一括払いが基本です。屋内自転車駐車場の1階、 2階、地下と
原付で支払いが困難な方は、申請により3カ月単位で分納することができま
す。郵送された納入通知書を持参し、管理人の勤務時間内に申請してください。

自転車...・H ・.....・H ・...・H ・.3.720円/:年

原付(日∞以下)...・H ・..7.320円/年

1.718 

費用 600円(医療受給者証、高齢受給者証

をお持ちの方、世帯全員が05年度市県民税非

課税の方、生活保護世帯の方は無料)

申し込み ハガキ(1人1枚・連名不可)に
住所、氏名、生年月日、性別、電話番号を明

記し、 1月20日消印有効で〒270・1132湖

北台1の12の16保健センターへ

※世帯全員力宵県民税非課税の方は1月27日

までに保健センターへご連絡ください(連絡

のない場合は有料になります)。

※受診者には、「検診の案内Jを2月上旬に送
付します。

固保健センターft7185-1126 

日時 2月13日聞から15日制.21日開か

ら24日幽 .27日聞から3月1日制のいずれ

も午前 (10日間)

場所保健センター

※受診日は男女で異なります。

※申し込み者数により日程が変わる場合があ

ります。

内容胃部レントゲン

対象・定員市内に住民登録・外国人登録し

ている 1966(昭和41)年3月31日以前に

生まれた方、先着2400人

※胃・十二指腸疾患などで治療・経過観察中

の方はご遠慮ください。

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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我
孫
子
駅
北
口
周
辺
の
住
居
表
示
実
施
案
に

臨議珊

市
で
は
、
我
孫
子
駅
北
口
周
辺
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る
た
め
、
町
(
字
)
の
区
域
と
名
称
の
寮
(
図

1
)
を
昨
年
叩
月
市
日
か
ら
刊
月
市
日
ま
で
の
初
日
間
公
示
し
た
と
こ
ろ
、
市
藁
に
対
し
次
の
よ
う
な
変

更
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
変
更
請

求
の
要
旨
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
変
更
請
求
書
の
全
文
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
lジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

こ
れ
を
縦
割
り
に
す
れ
ば
一
つ
の

「
丁
』
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。自
治
会
は
地
域
の
ま
と
ま
り
が
大

切
で
す
か
ら
、
支
障
が
な
け
れ
ば
一

つ
の

「
丁
』
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
案
で
長
く
な
っ
て
い
る

我
孫
子
一
丁
目
の
地
域
の
形
状
も
変

更
請
求
案
で
は
改
善
さ
れ
、
特
に
面

積
は
い
ず
れ
も
凶
・

0
5日・

2
h

の
範
囲
と
な
り
よ
り
平
準
化
さ
れ
、

郵
便
や
宅
配
な
ど
の
集
配
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
(
字
)
の
区
域

と
名
称
を
添
付
し
た
図
面
(
図
2
)

の
と
お
り
変
更
を
求
め
ま
す
」

変
更
請
求
の
要
旨

「市
案
で
は
、
並
木
台
自
治
会
は

我
孫
子
一
丁
目
と
我
孫
子
四
丁
目
に

ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
区

域
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
も
、
そ
の

運
営
に
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
添
付
図
薗
2
)
の
よ
う
に
、

a司・

司，

我孫子駅北口周辺の住居表示の実施について

公聴会を開催します

市
議
会
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で

は、

2
月
時
日
同
午
後
1
時
か
ら
議

事
堂
第
1
委
員
会
室
で
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
公
聴
会
は
、
ロ
月
に
聞
か
れ

た
平
成
口
年
第
4
里
街
市
議
会
で
、

公述人申出書

我孫子市議会告示第1号による公聴会について、下記により
公述人になりたいので申し出ます。

記

(1)市が公示した字の区域及びその名称の変更案に対しての賛否

(どちらかに0)
反対賛成

(2)意見を述べようとする理由
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
我
孫
子
駅
北

口
周
辺
の
住
居
表
示
の
実
施
に
関
す

る
議
案
に
対
し
、
住
民
か
ら
変
更
請

求
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
審
査

の
参
考
に
す
る
た
め
に
関
係
者
の
意

見
を
聴
く
も
の
で
す
。

該
当
区
域
内
に
住
所
や
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
方
は
、
公
聴
会
で
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

2
月
日
日
同
午
後
1
時
か
ら

場
所
議
事
堂
第
1
委
員
会
室
(
市

役
所
本
庁
舎
隣
)

対
象
大
字
我
孫
子
、
同
根
戸
の
住

居
表
示
対
象
区
域
内
に
住
所
、
事
業

所
な
ど
を
有
す
る
方

公
述
人
の
決
定
申
し
出
ら
れ
た
方

の
中
か
ら
委
員
会
が
決
定

※
結
果
は
通
知
し
ま
す
。

費
用
弁
償
出
席
当
日
旅
費
と
日
当

を
支
給

申
し
出
の
方
法
「
公
述
人
申
出
番
」

(
左
記
)
の
書
式

(
A
4
判
)
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、

1
月
白
日

ω午

後
5
時
必
着
で
一
T
2
7
o
i
l
l
9

2
議
会
事
務
局
(
住
所
省
略
可
)
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

圃
議
会
事
務
局
宮
7
1
8
5
・
1

F
O
F
b
F
b
 

日

@ 

平成年月

歳

-巾平J蕊川

知
岬
詩
的

泊

所
拘
名

正
住
ω氏

掛匡決議AE
 

議-m
 

貯説悦

(3臓業

(4)年齢

生涯スポーちFのpドI~イザー

体育指導委員を
募集

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及
す
る
た
め
、
体
育
指
導
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
紹
介
や
指
導
、
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ

の
助
言
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
な

ど
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

楽
し
む
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
お
歳
以
上
の
方

で
、
体
力
・
健
康
に
自
信
が
あ
り
、

土
・
日
曜
日
に
活
動
で
き
る
方

定
昼
間
印
人
(
我
孫
子
・
天
王
台
・

湖
北
・
新
木
・
布
佐
地
区
各
2
人
程

度
)
内
容

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
普
及
・
振
興
、
市
・

県

の
社
会
体
育
事
業
へ
の
参
加
な
ど

任
期

4
月
1
日
か
ら
2
0
0
8
年

3
月
白
日

(
2年
間
)

選
考
方
法
第
1
次
:
・
書
類
・
レ
ポ

ー
ト
審
査
(
結
果
は
2
月
下
旬
に
通

知
)
第
2
次
:
・面
接

(
3
月
上
句

実
施
予
定
)

選
考
基
準
。
ス
ポ
ー
ツ
に
深
い
関

心
と
理
解
を
持
つ
方
。
ス
ポ
ー
ツ

知
的
障
害
者
と
精
神
障
害
者
の
方
を
対
象
に

同
酬
同
州
閉
剛
臼
関
白

対

象

次

の
①
か
ら
③
を
満
た
し
、

知
的
障
害
者
は
④
の
要
件
を
、
精
神

障
害
者
は
⑤
の
要
件
を
満
た
す
方

①
1
9
6
0
年
(
昭
和
お
年
)
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
空
m内

在
住
の
方
③
地
方
公
務
員
法
第
同

条
告
す
に
該
当
し
な
い
方
薬
育

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は

侃
年
4
月
1
固
ま
で
に
交
付
予
定
の

方
で
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
で
職
務
が
遂
行
で
き
る
方

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
侃
年
4
月

1
固
ま
で
に
交
付
予
定
の
方
で
、
自

力
で
通
勤
が
で
き
、
病
状
が
安
定
し
、

就
労
が
可
能
な
が
感
に
あ
る
方

採
用
予
定
数
各
1
人

採
用
予
定
時
期
・
期
間

4
月
1
日

以
降
で
最
長
1
年
間
(
更
新
あ
り
)

勤
務
回
数
・
時
間
月
1
2
4
時
間

以
内
(
週
5
日
以
内
で
1
日
6
時
間

以
内
の
勤
務
な
ど
)

職
務
内
容
一
般
事
務
補
佐

報
酬
月
額
叩
万
2
9
2
0
円
(
時

給
8
3
0
円
)
以
内
(
通
勤
手
当
別

途
支
給
)

選
考
方
法
知
的
障
害
者
:
・
面
接
試

験

(
2月
お
日
)
精
神
障
害
者
:
・

第
1
次
試
験
(
筆
記
試
験
一
般
教
養

・
短
大
卒
程
度
)
〈
2
月
6
日
)
、
第

2
次
試
験
(
面
接
)
〈
2
月
中
〉

申
し
込
み
嘱
託
職
員
試
験
申
込
書

(
市
役
所
総
務
課
、
福
祉
総
合
相
談

室
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
写

真
貼
付
の
、
?
え
1
月
幻
日
働
午
後
5

時
ま
で
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

に
総
務
課
へ
本
人
が
直
接
持
委
(
郵

送
は
不
可
)

圃
総
務
課
・
内
線
2
3
2

の
実
技
指
導
や
助
一
冨
が
で
き
る
方

。
社
会
的
に
信
望
の
あ
る
方

O
職

務
を
行
、
つ
た
め
に
必
要
な
熱
意
と
能

力
を
持
つ
方

申
し
込
み

所
定
の
応
募
用
紙
と
レ

ポ
ー
ト
用
紙
(
市
役
所
、
教
育
委
員

会
、
ア
ビ
ス
夕
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅
前
行
政
連
絡

所
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
市
民
体
育
館
に

用
意
)
に
必
要
事
項
(
レ
ポ
ー
ト
用

紙
に
は

「
私
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」「
健

康
と
体
力
づ
く
り
」「
ス
ポ
ー
ツ
と

健
康
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

ス
ポ
ー
ツ
」
の
い
ず
れ
か
の
テ
I
マ

を
選
択
)
を
明
記
し
、

2
月
刊
日
必

着
で
一
T
2
7
O
I
l
l
-
1
古
戸
6

9
6
教
育
委
員
会
体
育
課
(
市
民
体

育
館
内
)
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

湖北地区公民館の

刑問時闘を孤1¥

湖
北
地
区
公
民
館
の
開
館
時
間
と

休
館
日
を
4
月
1
日
か
ら
変
更
し
ま

す。。
3
月
剖
日
ま
で
開
館
時
間
:
・午

前
9
時
か
ら
午
後
9
時
(
火
・
木
・

祝
日
の
月
曜
日
は
午
後
6
時
ま
で
)

休
館
日
:
・毎
週
月
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
開
館
)
、
年
末
年
始

0
4月
1
日
か
ら

開
館
時
間
:
・午

前
9
時
か
ら
午
後
9
時
休
館
日
:
・

毎
月
最
終
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は

前
週
の
月
曜
日
)
、
年
末
年
始

圃
湖
北
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
8

.
4
4
3
3
 

4月1日から

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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畠置なとり
1月29日(日)アビスタ全館を会場に

?ビスタは、 I憩い、学び、交わり、集うjを
をテーマEした施設で、開館以来3年で200万
人近い利用者ガ訪れています。その?ビスタを広

く紹介するのが?ビスタフ工?です。舎回は第2
回目。テーマは I感謝jです。どうぞ、お楽しみ
ください。

1皿(2個)100円、先着300食

。豚汁の販売 (10開"')、 1杯100

円、先着300食

。福祉作業所むつぽしlこよる野菜と
自家製クッキーの販売 (10時"')

。ゃっタネ !ありがとう花の種プレ

ゼン卜 (10時"')、先着500人

。あなたのとっておきの1冊巴図書

館の装丁を (10時'"1 0時45分)、

先着20人(要申し込み)

。読みきかぜ (13時'"13時30分、

14時'"14時30分)大型絵本の読み

きかせ、紙しばい、手遊び

。我孫、予近辺の昔話の朗読(11崎30

分"'12時15分)

。のびのびあそび村 (13時"'15時)

のんびりコーナー、わくわくコーナ

一、バルーンアート、フェイスペイ

ンティング

。福祉ゼミナール (10時"'15崎)

*車いすを押してみよう *羽子板

に絵をかこう(羽子板と羽はお持ち

帰りください)、各先着60人

※「要申し込みjは、 1月5日から

受け付けていますので、定員になり

次第締め切りとなります。

固アビスタtr?182-0511

。末田治手恋と絵画を語る~最新

作「恋する手J!zよぜて-(13時~
15時)、講師・・太田治子さん(作家、

iu映えの記Jで第1回坪田譲治文
学賞を受賞)、先着150人(要申し

込み)

o工jレネットオープン力レッジ「鞍
う生物学~ゾウの時間・ネズミの時

間、人生の時間-Jの上映 (10時~
12時)、講師…本川達雄さん(東京

工業大学教授)

。我孫予の歴史と文化 (10時'"12 

時)、講師…三谷和夫さん(我諌子

の文化を守る会)

。?ビスタコンサー卜 (12時"'12時

45分)コカリナの音色が館内に書き

渡ります
。白山中学校合唱部の合唱 (16時~

16時30分)

。予ども広場 (10時"'15時)缶つり、

輪なげ、ストラックアウト

O七宝焼 (10時"'12時)、キーホル
ダーづくり、先着60人

。手づくり絵手紙(①13時'"14時、

①14時"'15時)、先着①②合計20人

(要申し込み終了)

。っきたてのもちの販売 (10時"')

冬
の
手
賀
沼
に
は
、
た
く
さ
ん
の

カ
モ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
に

そ
の
名
の
と
お
り
、
長
い
尾
羽
が
一

際
目
立
つ
オ
ナ
ガ
ガ
モ
が
い
ま
す
。

オ
ス
(
写
真
右
)
は
首
か
ら
胸
が

白
く
、
頭
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
で
、

く
ち
ば
し
が
う
っ
す
ら
と
脅
い
色
を

し
て
い
ま
す
。
メ
ス
(
写
真
左
)
は
、

(カモ科)

吉田隆行さん(鳥の博物館友の会)

村松和行(鳥の博物館)

写真

文

オ
ス
に
比
べ
全
体
的
に
褐
色
で
地

味
な
色
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
オ

ス
、
メ
ス
共
に
尾
だ
け
で
な
く
、

首
も
他
の
カ
モ
よ
り
長
い
の
で
、

全
体
的
に
ス
マ
ー
ト
な
印
象
で
す
。

オ
ナ
ガ
ガ
モ
は
、
群
れ
を
作
る

性
質
が
強
い
雑
食
性
の
カ
モ
で
す
。

多
く
は
昼
間
澗
沼
で
休
息
し
、
夜

間
に
水
田
に
飛
び
出
し
、
落
ち
栂

や
草
の
種
子
、
見
虫
な
ど
を
食
べ

て
い
ま
す
。
え
づ

ま
た
、
餌
付
け
場
に
も
よ
く
集

ま
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
群
れ
に
な

っ
た
オ
ナ
ガ
ガ
モ
が
一
斉
に
水
面

に
首
を
突
っ
込
み
、
逆
立
ち
を
し

な
が
ら
エ
サ
を
探
す
姿
は
、
長
い

尾
が
さ
ら
に
目
立
ち
、
ま
る
で
水

泳
の
シ
ン
ク
ロ
を
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

手
賀
沼
大
橋
の
た
も
と
に
あ
る

漁
協
前
で
は
、
た
く
さ
ん
こ
の
カ

モ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
む
そ
う
塾
」
で
有
機
農
法
を

募
集
説
明
会
は

2
月
5
日
同

「む
そ
う
塾
」
は
、
有
機
農
法
を

学
び
た
い
方
を
対
象
に
、
体
ひ
と
つ

で
参
加
し
、
菜
園
の
学
習
と
体
験
が

で
き
る
伝
習
農
場
で
す
。

日
時
毎
週
土
曜
日
(
午
前
9
時
か

ら
日
時
)

場
所
北
新
田

(
1区
画
却
ぱ
)

内
容

有
機
農
法
基
礎
講
習
と
実
技

指
導
〈
補
講
あ
り
〉

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
団
体
な
ど
に
属

す
る
方

定
員
初
人
程
度
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

1
年
コ
I
ス
:
・年
額
4
万
6

0
0
0
円
、
お
試
し
コ
l
ス

(
6
カ

月

)
:
2万
6
0
0
0
円
払
施
設
、

農
具
、
資
材
ほ
か
)
と
堆
肥
代
、
種

働く親の子育てを支援istant Language T eachers 

室保掌
4月から利用を希望する児童を募集

対
象
共
働
き
ゃ
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
で
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

市
内
の
小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年
生

※
必
要
が
あ
る
場
合
は
6
年
生
ま
で
。

開
設
日
時
市
平
日
:
・
放
課
惨
か
ら

午
後
7
時
事
土
曜
日
・
学
校
休
業

日
・:
午
前
8
時
か
ら
午
後
7
時
(
日

曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
室
)

保
育
料
月
額
6
0
0
0
円

(
8
月

の
み
9
0
0
0
円
)
〈
市
民
税
の
課

税
状
況
に
よ
り
減
免
あ
り
)

申
し
込
み
・
圃

申
請
書
(
各
学
童

保
育
室
〈
左
表
参
照
〉
、
保
育
課
に

用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

1

月
白
日
必
着
で
各
学
童
保
育
室
ま
た

は
保
育
課
・
内
線
4
4
7
へ

7184・5779

7182・8030

7188・1672

7188・0195

7187・2474

7188・7544

7189・3364

電話番号

7184-1710 

7185-4800 

7185-1295 

7183・2491

7184・9831

v市内学童保育室

学童保育室名

一小学童保育室

四小学童保育室

根戸小学童保育室

並木小学童保育室

三小学童保育室

高野山小学童保育室

ニ小学童保育室

湖北台西小学童保育室

湖北台東小学童保育室

湖北IJ、学童保育室

新木小学童保育室

布佐小学童保育室

布佐南小学童保育室

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
勤
務
す
る
英
語
指
導
助
手

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
・
定
員
英
語
を
母
国
語
と
す

る
外
国
籍
の
方
で
、
大
学
の
学
士
号

以
上
の
資
格
を
持
ち
、
日
本
で
の
英

語
教
育
に
熱
意
が
あ
り
、
日
本
語
で

の
日
常
会
話
が
で
き
る
方
、

2
人

選
考
日

2
月
9
日
同

Needed 
英語指導助手を募集
We are looking for Assistant Language Teachers. 
AL TS.who teach English to the children at 
elementary and junior high schools in Abiko City . 
Requirements : 
本NativeEnglish Speaker 本Enthusiasticabout 
Teaching English to the children 本Ableto actively 
participate in English activities and cooperate with 
Japanese English teachers in lesson planning and 
classroom instruction本CollegeGraduate 
本Dailyconversational Japanese ability 
Num加rHiring : Two 
Interview Date : February 9th .from 9a.m 
To Apply : Please send your resume. in either 
Japanese or English by Feb.3rd 

Address: Abiko City Board of Education Shido-ka 
1684 Abiko.Abiko・shi.270・1166or shidou@city.abi 
kO.chiba.jp 
For More Inforrnation : Call 7185・1367

Fax 7182・5867

申
し
込
み
・
圃

封
書
固
ま
た
は
メ
ー

ル
で
英
語
ま
た
は
日
本
語
の
レ
ジ
ュ

メ
(
の
・
〈
・
)
〈
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
国
籍
、
現
住
所
・
連
絡
先

は
必
須
事
項
〉
を
2
月
3
日
必
着
で

一T
2
7
O
I
l
l
6
6
我
孫
子
1
6

8
4
教
育
委
員
会
指
導
課
、

E
メ
ー

ル凹

E

。oc
@丘
守
・ωσFW0・己
己
σ

旦
U
S
7
1
8
5
・
1
3
6
7
へ 7189・5450

ζ剃簡《記εぃ

苗
代
ほ
か
)

。
説
明
会

2
月
5
日
側
午
前
日
時

か
ら
正
午
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

(
現
地
農
園
案
内
あ
り
)

圃
玉
根
宮
問
7
1
8
2
・
9
1
0

0
(午
後
7
時
か
ら
9
時
)
E
メ
ー

ル
2
2
@
B
E
-
E
E
o
z
-ロ0・

号

C
H
N
F
E苦
¥¥g
c
g
c
E
-

Y
匂・』口問

ommmw-の
0
・』℃
¥

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)tr 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)tr 0120-031676 
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備
級
霊
的
u

議

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

臼

要
因
プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト
蚕

.. -
日
2
月
4
日
回
目
時
開
演
所
市
民

プ
ラ
ザ
出
・
曲
目
田
中
美
緒
さ
ん

(
ピ
ア
ノ
)
:
・ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
M

番
作
品
沌

「
テ
レ
l
ゼ
」
(
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
)
ほ
か
、
山
口
華
穂
さ
ん
(
フ

ル
ー
ト
)
&
松
崎
さ
ゆ
り
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
)
:
・愛
の
あ
い
さ
つ
(
エ
ル
ガ

l
)
ほ
か
、
新
美
賀
子
さ
ん
(
ソ
プ

ラ
ノ
)
、
中
山
裕
加
皐
さ
ん
(
ピ
ア

ノ
伴
奏
)
:
・夢
(
ト
ス
テ
イ
)
ほ
か

対
当
日
先
着
1
3
0
入

費

無

料

聞
文
化
課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
1

女
声
合
唱
団
回
転
木
馬
コ
ン
サ
ー
ト

こ
の
世
界
の
ぜ
ん
ぷ

日
1
月
却
日
側
U
時
開
演
所
市
民

会

館

曲

目
火
の
山
の
子
守
歌
、
女

声
合
唱
曲
集
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
出
女
声

合
唱
団
回
転
木
馬
、
野
本
立
人
さ
ん

(
指
揮
)
、
覚
千
佳
子
さ
ん
(
ピ
ア

ノ

)

費

8
0
0
円
(
全
席
自
由
)

圃
中
村
宮
7
1
8
2
・
3
6
1
8

久
寺
家
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
職
会

φ

新
春
の
つ
ど
い
e

日
1
月
沼
田
冊
目
時
5
日
時
却
分

所
久
空
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
側
っ

き
、
神
楽
、
獅
子
舞
(
古
戸
は
や
し

連
中
)
、
お
茶
席
(
無
料
サ
ー
ビ
ス
)

圃
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
7

9
・
1
1
6
6

iI a 第 1157号

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

φ

音
萎
ヂ

日
1
月
お
日
回
目
時
加
分
1
日
即
時
初

日
・
:
日
時

所
・・・場所

分
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
、

大
正
琴
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
ウ
ク
レ

レ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ピ
ア
ノ
四
重
奏

圃
天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

替
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

3
環
境
レ
ン
ジ
ャ
I
ネ
イ
チ
ャ
I
イ
ン

E
芋
留
一
沼
周
辺
の
野
警
察
し
よ
う
」

日
1
月
勾
日
側
9
時
手
賀
沼
親
水
広

場
水
の
館
前
に
集
合
、
ロ
時
解
散
予

定
(
荒
天
中
止
)

内
手
賀
沼
遊
歩

道
を
歩
い
て
手
賀
沼
周
辺
に
集
ま
る

冬
の
烏
た
ち
を
観
察
費
無
料
持

防
寒
具
、
観
察
用
具
(
双
眼
鏡
な
ど
て

歩
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
主
我
孫

子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ

I
、
我
孫
子
野

鳥
を
守
る
会
、
我
孫
子
市
申
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
諜
・
内
線
5
6
8
(
開

催
の
有
無
は
、
当
日
8
時
か
ら
テ
レ

ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0
・
9
9
3

1
7
3
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

回

谷
津
で
小
鳥
を
観
察
し
よ
う
?

日
2
月
4
日
出
9
時
却
分
1
日
時
却

分
(
荒
天
中
止
)
、

9
時
却
分
東
我

孫
子
駅
南
口
広
場
に
集
合

内
開
発

戸
・
都
部
の
谷
津
に
生
息
す
る
小
鳥

を
観
察
、
案
内
人
:
・染
谷
迫
夫
さ
ん

(
自
然
観
察
指
導
員
)
対
先
着
犯

人

費

無

料

持

双

眼

鏡

(

あ

れ

ば
)
、
動
き
や
す
い
服
装
で

申
・

圃
電
話
で
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
4

(
開
催
の
有
無
は
、
当
日
8
時
か
ら

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0
・
9

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

9
3
1
7
3
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

ヨ

お
と
な
「
主
ク
ラ
ブ

E
栄
養
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
か
献
立

日
2
月
日
日
岡
山
時
1
ロ
時
却
分

所
ア
ピ
ス
タ
内
ス
コ

I
ン
、
ミ
ネ

ス
ト
ロ
ー
ネ
、
海
藻
サ
ラ
ダ
、
杏
仁

豆
腐
対
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
M
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)
費
5
0
0
円

持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
町
、
ふ
き
ん
、
台

ふ
き
ん
、
お
茶
(
水
筒
に
入
れ
て
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
(
一
家

族
一
枚
、
連
名
可
)
に
講
座
名
、
参

加
者
器
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、

1
月
初
日
必
着
で
一
T
2
7
o

l
-
-
4
7
若
松
お
の
4
我
孫
子
地

区
公
民
館
お
と
な

「食
」
ク
ラ
ブ
附

7
1
6
5
・
6
0
8
8
E
7
1
8
2

-
0
5
1
1
 

ヨ
遊
び
の
達
人
教
室
で

E
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
!

日
1
月
お
日
回
目
時
5
日

時

所

根

戸
小
学
校
地
域
交
流
教
室

内
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ゲ
I
ム
、
紙
芝
居
ほ
か

対
小
学
生

S
中
学
生
、
先
着
却
入

費
無
料

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
で
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
4
m
7
1

8
2
・
5
8
6
7
E
メ
l
ル
的
対
釦

W

釦
野
可
O
C
停
ロ

@
Q
q
-釦
σ
F
W
0・
n
E

σ釦・』】
V

。

楽
器
講
習
会

5
フ
ル
ー
ト
5

日
2
月
5
日
倒
ロ
時
却
分
集
合
所

湖
北
地
区
公
民
館
募
集
ク
ラ
ス
初

心
者
ク
ラ
ス
(
フ
ル
ー
ト
を
初
め
て

1
年
以
内
の
方
)
、
経
験
者
ク
ラ
ス

講
師
プ
ロ
の
演
奏
家
対
市
内
在
住

.
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の
方

で
、
フ
ル
ー
ト
を
持
参
で
き
る
方
(
フ

ル
ー
ト
を
専
攻
し
て
い
る
生
徒
や
学

生
は
不
可
)
、
各
ク
ラ
ス
先
着
目
入

費
1
0
0
0
円

申
・
圃
電
話
ま
た

は
、
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
に

「管

楽
器
講
習
会
」
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

経
験
年
数
、
演
奏
で
き
る
曲
な
ど
演

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

奏
レ
ベ
ル
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
M
日
必
着
で
教
育
委
員
会
文
化

課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
1
m
7
1

8
2
・
5
8
6
7
E
メ
I
ル
σ日
持
釦

@
2
4・釦
-
u
F
W
0
・己
MF-u
釦・守

ヨ

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト

E

S貝
あ
わ
せ
教
室
3

日
1
月
お
日
回
目
時

i
u時
、
日
時

i
日
時
所
烏
の
博
物
館

内
員
に

烏
な
ど
の
絵
を
描
い
て
、
平
安
時
代

の
遊
び
で
あ
る
員
あ
わ
せ
の
道
具
を

作
り
ま
す
対
小
学
生
以
上
費
無

料
(
た
だ
し
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
。

小
・
中
学
生
は
無
料
)
圃
烏
の
博

物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2

回
マ
マ
パ
パ
育
児
学
級

日
①
2
月
四
日
出
②
2
月
お
日
出
い

ず
れ
も
9
時

sロ
時
所
保
健
セ
ン

タ
ー

内
①
助
産
師
の
話
、
赤
ち
ゃ

ん
の
養
護
ほ
か
②
育
児
ビ
デ
オ
鑑
賞
、

実
習
(
抱
っ
こ
や
お
む
つ
交
換
、
妊

婦
体
験
)
対
両
日
参
加
可
能
で
、

し
あ
わ
せ
学
級
(
平
日
開
催
)
に
参

加
で
き
な
い
夫
婦

申
・
圃
ハ
ガ
キ

か
E
メ
l
ル
に
住
所
、

2
人
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
出
産
予
定

日
、
初
産
・
経
産
の
い
ず
れ
か
を
明

記
し
、

2
月
日
日
必
着
で
干
2
7
o

l
-
-
3
2
湖
北
台
1
の
ロ
の
時
保

健
セ
ン
タ
ー

E
メ
I
ル

yowgng

g
p石
-
与
野

ptg-旬
宮

7
1
8
5
・
1
1
2
6

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

日
1
月
お
日
同
日
時
却
分

1
日
時
却

分
所
保
健
セ
ン
タ
ー
内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
対

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費
1
1
0
円
(
お
茶
代
)
圃
介
護

支
援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
ビ
オ
ト
I
プ

自
然
観
察
会

日
1
月
お
日
冊
目
時

S
U時
所

利

根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
ピ
オ
ト
I
プ

持
・・・持参

内
利
根
川
ピ
オ
ト
l
プ
の
自
然
観
察

会

対

先

着

却

人

費

無

料

持

活

動
し
や
す
い
服
装
で

申
・
圃
電
話

で
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
4
(開

催
の
有
無
は
、
当
日
8
時
却
分
か
ら

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0
・
9

9
3
1
8
5
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

不
妊
サ
ー
ク
ル
「
w
i
t
h」

日
1
月
M
日

ω日
時
1
日
即
時
所
相

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
柏
保
健
所
)

内
月
に
1
度
、
不
妊
(
未
妊
)
の
方

の
お
し
ゃ
べ
り
会
を
聞
き
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
ス
ト
レ
ス
解
明
乞
し
ま
せ
ん
か

申
・
圃
電
話
で
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
福
祉
課
宮
7
1
6
7
・

1
2
5
5
 

保
護
者
学
習
会

日
1
月
お
日
制
日
時

1
時
時
却
分

所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子
ど
も
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

i
発
達
課
題
に
沿
っ
て

1
、
講
師
:

大
石
幸
二
さ
ん
(
明
星
大
学
助
教
授
)

対
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
利
用
者
、

障
害
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
、

羽
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
無
料
申
・
圃
電
話
で
1
月
初
固

ま
で
に
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
8
8
・
0
4
7
2

き
も
の
着
て
み
ま
せ
ん
か

日
2
月
5
日
側
、

3
月
5
日
冊
目
時

却
分
1
ロ
時
却
分
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
き
も
の
の
着
方
、
お
太
鼓
・
二
重

太
鼓
の
結
び
方
対
各
回
先
着
目
人

費
5
0
0
円
持
き
も
の
、
帯
、
小

物
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
我

孫
子
き
も
の
教
育
協
会
・
田
口
宮
附

7
1
8
3
・
2
3
7
6

商
D
o
f
生
活
応
援
、
ミ
一
一
講
座

簡
単
に
作
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

日
2
月
6
日
何
回
時
i
U
時
却
分

所
お
休
み
処
ゐ
対
先
着
目
入
費
5

0
0
円
(
材
料
費
)
持
フ
ォ
ー
ク

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

-
本
申
・
圃
電
話
で
お
休
み
処
宮

7
1
8
7
・
7
1
5
5

湖
北
台
健
康
教
室
⑤

日
1
月
辺
日
冊
9
時
却
分
1
日
時
却

分
所
湖
北
台
中
央
公
圏
内
、
つ
ん
ど

う
遊
園
(
聖
仁
会
病
院
側
)
、
雨
天

の
場
合
は
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
寝

た
き
り
予
防
運
動
(
ウ
オ
I
キ
ン
グ

と
遊
具
を
用
い
た
運
動
)
圃
湖
北

台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

第
9
回
我
孫
子
市
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

日
2
月
U
日

ω(雨
現
実
施
)
所

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
対
市
内
在

住
の
方
、

1
2
0
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)
競
技
方
法
四
ホ

ー
ル
新
ペ
リ
ア
亙
凡
(
ソ
フ
ト
ス
パ

イ
ク
着
用
)
費
2
0
0
0
円

※
プ
レ
l
費
の
概
算
は
1
万
8
0
0

0
円
。
(
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
は
フ
ェ
ス

タ
特
別
料
金
。
昼
食
費
等
は
別
途
)

申
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
枚
)
に
大

会
名
、
住
所
、
慈
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
住
所
、

氏
名
(
様
を
記
入
)
を
明
記
し
、

1

月
お
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9

2
市
役
所
公
園
緑
地
課
(
住
所
省
略

可
)
へ
。
(
記
入
も
れ
、
重
複
申
し

込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
)
圃
我

孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
・
山
崎
宮
7
1
8

4
・
5
9
4
1
(
9
時
S
U時
)

我
孫
子
市
卓
球
連
盟

市
肉
親
善
大
会

日
2
月
四
日
冊
9
時
受
け
付
け
所

市
民
体
育
館
種
団
体
戦
(
チ
I
ム

編
成
は
当
日
)
対
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、
逮
盟
会
員
費
1

人
2
0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大

会
名
、
団
体
名
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

2

月
4
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
3

8
下
ヶ
戸
1
8
2
1
の
3
渡
辺
ヒ
ロ

子
宮
7
1
4
9
・
8
0
9
0

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

中学部・高等部生徒たちが、作業
学習で心をこめて作った作品を頒布
します。是非、おいでください。
日時 2月10日掛午前10時'"11崎30分
場所新木近隣センター
作晶焼き板の鉢カバー、手すきの
はがき・カード、ポップコーン、大
根、たい肥、鉢物、権宣陶器の鉢
力パ一、皿、花ぴん、袋物、木製ペ
ーパーホルダー、革製品のキーケー
ス・コインケースほか
固県立我孫子養護学校・西村2
7187-0831 

回第24回鳥の博物館友の会講座
アホウドリのデコイ作戦成功~新繁殖地で15つがい産卵~
日時 1月21日凶午後1閏30分から午後3閏 Vデコイにダンス

蝿所鳥の博物館
講師佐藤文男さん(山階鳥類研究所研究員)
参加費無料
主催鳥の博物館友の会、鳥の博物館
内容環境省と山階鳥類研獅が、絶滅憶で
あるアホウドリの絶滅回避を目指して取り組んでいる、
伊豆諸島・鳥島での保護増殖活動についてのお話です。
※2006年にはアホウドリは約1900羽になる見込みです。鳥島の繁殖地は南
側の燕崎にありますが、斜面が急で土砂崩れが発生することから、約2同離
れた西側の斜面の緩やかな初寝崎を新たな営巣地に選定し、 93年からアホウ
ドリの模型デコイや鳴き声の再生装置などを設置し蕪崎のアホウドリをおび
き寄せて繁殖させる作戦を開始しました。その結果、 2004年には4組、
2005年には15組が初寝崎で産卵しました。
固鳥の博物館87185・2212

公共随設予鈎システ白
イシ少ーネ汐トでの随時予鈎開胎

1月5日からアビスタ(我孫子地区公民館)、
湖北地区公民館、市民会館、市民プラザの各施
設利用の臨時予約が、 自宅のパソコンやタッチ
パネル情報端末からできるようになりました。
これまでの施設の空き状況の照会や抽選予約
の申し込みに加え、随時予約の申し込みゃ抽選
予約結果の照会、予約状況の照会ができるよう
になりました。
さらに4月には、公共施設予約システムに市
民体育館などのスポーツ施設を加え本格運用を
していきます。
。随時予約
抽選予約のなかった空き施設の予約で、抽選予
約後、随時行えます。
固情報システム謀・内線547

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あびこ楽校Jの事業です。



第 1157号

市
民
ス
キ
I
教
室

日
2
月
日
日
同
夜
出
発
5
四
日
側

所
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
l
場

対

四
歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
お
人
(
応
募
者
多
薮
の
場

合
は
抽
選
)
費
3
万
円
(
リ
フ
ト

券
、
昼
食
、
レ
ン
タ
ル
代
別
途
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、

器
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

1
月
白
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
l
-
1古
戸
6
9
6
我
孫
子

市
民
体
育
館
内
教
育
委
員
会
体
育
課

宮

7
1
8
7
・
7
5
5
5

男
女
共
同
参
画
講
演
会

... .， 

" 
窃

。， 

ω
Z
R
E
m
@
ω
∞.
m
z
m
b
z
 

※
託
児

(
2
歳
i
就
学
前
)
あ
り
。

要
予
約
。

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
同
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

日
2
月
ロ
日
側
8
時
却
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
男
子
1
・
2
・

3
・
4
部
、
女
子
1
・
2
部

対

男

子
1
・
2
部
、
女
子
1
部
は
オ
ー
プ

ン
、
男
子
3
・
4
部
、
女
子
2
部
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心
者

費
1
3
0
0
円
、
中
・
高
校
生
8
0

0
円
申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
ラ

ン
ク
、
住
所
、
器
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

2
月
2
日
必
着
で
〒
2
7

O
l
l
l
4
2
泉
日
の
6
望
月
敏
和

宮

0
9
0
・
4
0
1
3
・
1
7
5
0

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
2
月
比
日
、
幻
日
、
お
日
、

3
月

7
日、

U
日
、
お
日
い
ず
れ
も

ω日

時
5
日
時
所
市
民
会
館

内
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
l
ル
の
基
本

操
作
対
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
、
先
着
5
入
費
無
料

申

・
圃
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
8

・01
4
1
m
7
1
8
8

・。

艇
街
匙
お
ち
ゃ
ん

(古
戸
・

1
歳
3
カ
月
)

ワ
ー
ゲ
ン
パ
ス
と
ミ
ニ
カ
ー
が

大
路
き
。
二
ツ
コ
リ
笑
顔
の
わ
ん

ぱ
く
坊
主
だ
よ
!

2
4
2
 

花
こ
ぷ
し
・
手
作
り
味
噌
講
習
会

日
2
月
8
日
制
9
時
1
日
時

所
近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
対
先
着
8

入

費

2
6
0
0
円
(
約
4
均
の
味

噌
を
持
ち
帰
り
)

申
近
隣
セ
ン
タ

ー
こ
も
れ
ぴ
で
申
込
用
紙
に
記
入

明
化
こ
ぶ
し
事
務
局
・
赤
一
取
宮
7
1

8
2
・
8
7
3
0

ぼ
し
ゅ
う

ヨ

ヤ
ン
グ
・
ト
ゥ
ゲ
ザ
I
・

E

ナ
ウ
2

出
演
者

実
施
日
3
月
お
日
側
所
市
民
会
館

内
音
楽
系
、
演
劇
系
、
演
芸
系
、
展

示

系

対
mm
歳
ま
で
の
方
で
、
事
前

打
ち
合
わ
せ

(
2
回
)
に
代
表
者
が

参
加
で
き
る
方

申
E
メ
l
ル
で
グ

ル
ー
プ
名
、
代
表
者
向
鋭
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
ル
、
将
来
の
夢

を
明
記
し
、

2
月
日
固
ま
で
に

z
g

ma的
C
1
0
0矢
川
W

丘釦円曲・
o
nロ・ロ
0
・』同
U

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員

勤
務
日
時
川

ws出
の
週
5
日、

9
時

ー
ロ
時
(
実
働
7
時
間
)
勤
務
場

所
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(
市
民
会
館
内
)
勤
務
内
容
会
員

同
士
の
コ
l
デ
イ
ネ
l
ト
業
務
と
一

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 5rg/2 
水質環境基準 (C0 D値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12 r昭/9，

年平均目標COD値

平成17年12月、月平均COD値
4.7 rrg /2 

採水場所:手賀沼公園沖

平成16年12月、月平均COD値
3.9 rrg /2 

採水場所:手賀沼公園沖
般
事
務
対
保
育
士
か
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
持
つ
方
、
ま
た
は
子
育
て

経
験
の
あ
る
方
で
運
転
免
許
を
持
ち
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
て
い
る
方
、

-
人

報
酬
日
給
6
5
0
0
円
、
通

勤
手
当
別
途
支
給

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4
・
1

5
3
9
 

我
孫
子
登
山
保
動
静
会
員

対
日
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
、
日
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
談
の
上
決

定
)
費
入
会
金
3
0
0
0
円
、
年

会
費
1
万
2
0
0
0
円
(
保
険
料
含

む
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
幻
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

7
7
柴
崎
1
5
3
8
大
井
猛
雄
官
7

1
8
2
・
4
5
1
1

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

日
1
月
お
日
制
日
時
初
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
1
月
四
日
同

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
墳
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

廃
棄
物
基
本
問
題
調
査
会

日
1
月
訂
日
働
9
時
却
分
1

所
議

事
堂
第
1
委
員
会
室

内
1
月
初
日

働
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間

前
に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
担
率
一
の
指
示
に
従
っ
て
入
室

し
て
く
だ
さ
い
圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
7
・
0
0
1
5

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
般
会

日
1
月
お
日
岡
山
時

5
日
時

所
市

役
所
分
館
大
会
議
室

内
管
理
組
合

の
運
営
全
般
、
長
期
修
繕
計
画
書
作

成
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
進
め
方
、

区
分
所
有
法
・
管
理
規
約
な
ど
マ
ン

シ
ョ
ン
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
に
よ

る
個
別
相
談

対
市
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
、
管
理
者
、
居
住
者
な

ど
、
先
着
ロ
組

(
1
組
1
時
間
)

費
無
料
申
・
圃
電
話
で
住
宅
課
・

内
線
5
6
0

郎
年
度
湖
北
野
球
リ
l
グ

参
加
チ
l
ム
の
登
録
受
け
付
け

対
所
在
が
市
内
に
あ
り
、
日
人
以
上

で
登
録
で
き
る
チ
l
ム
費
年
会
費

1
万
円

申
所
定
の
登
録
用
紙
に
記

入
の
上
、

2
月
5
日
ま
で
に
申
し
込

み

登

録

用
紙
請
求
・
圃
門
馬
宮
0

9
0
・
3
1
0
7
・
9
7
0
7

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 12月lel1日現在)

12月の発生件数 74件
今年の発生件数(1月-)647件
前年同期比 -6件

12月の死者数 0人
今年の死者数 8人
前年同期比 +6人
12月の負傷者数 95人
今年の負傷者数 795人
前年同期比 -37人

市民伝言板

このコーナーに掲戴を希望する方l武
広報掲鷲依頼書(市役所広報室に周意

または我顕子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲鷲希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。

掲戴する内容はイベン卜名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。

圃広報室ft7185・1269

公共施設利用の活動は、優先的Z
tjj所ガ確保されているちのではあ
りまぜん。

‘V 

日
2
月
5
日
冊
目
時
却
分
1
日
時
却

分
所
市
民
会
館

内
「
見
え
て
い

ま
す
か
?
あ
な
た
の
ま
わ
り
i
女
性

や
こ
ど
も
を
暴
力
か
ら
守
る
た
め
に

1
」
、
講
師
:
・小
西
聖
子
さ
ん
(
武

蔵
野
大
学
教
授
)
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
、
先
着
1
5
0
人

費
無
料

申
・
圃
電
話
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
に
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
白

日
必
着
で
〒
2
7
o
l
l
l
6
8根

戸
3
4
4
の
1
9
5
渥
美
節
子
宮
附

7
1
6
9
・
5
3
2
1
E
メ
l
ル

命

wg
e
@ち
ゃ
れ

は
鮮
野
蛇
都
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

生
後
9
力
月
頃
か
ら
歩
き
回
り
、

舎
で
は
タ
ン
ス
巴
登
る
元
気
者

!

こ
の
ま
ま
元
気
巴
育
っ
て
ね
!

講
演
・
催
し

V
湖
北
座
会
学
習
会

1
月
初
日

働
時
時
i
U時
却
分
。
湖
北
地
区
公

民
館
。
手
賀
沼
の
現
状
と
今
後
の
課

題。

ω人
。
無
料
。
藤
掛
宮
7
1
8

8
・
2
5
7
6

V
ボ
l
ト
免
許
更
新
講
習
会

2
月

ロ
日
側
ロ
時
加
分
5
日
時
加
分
。
き

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
。

1
月
担

固
ま
で
に
免
状
の
コ
ピ
l
、
写
真
2

枚
、
住
民
票
、

1
万
1
0
0
0
円
を

用
意
。
詳
し
く
は
、
小
池
宮
7
1
8

2
・
1
0
1
5
へ。

V
手
遊
び
&
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

1
月
四
日
制
叩
時
日
分
5
日
時
日
分
。

市
民
プ
ラ
ザ
。
当
日
先
着
初
組
。
親

子
1
組
3
0
0
円
。
子
育
て
相
談
有

り
。
ふ
ぉ

1
の
ヴ
ォ

1
ノ
・
熊
谷
宮

7
1
8
4
・
3
4
4
8
(平
日
日
時

1
日
時
)

V
手
作
り
味
噌
の
講
習
会

1
月
勾

日
側
:
・ア
ピ
ス
夕
、

U
A
日

ω:・天
王

台
北
近
セ
、
回
日

ω:・湖
北
地
区
公

民
館
、

2
月
5
日
側
:
・久
寺
家
近
セ

い
ず
れ
も
日
時
初
分

5
日
時
。
U
A
人。

3
0
0
円
。
電
話
で
我
孫
子
生
活
セ

ン
タ
ー
宮
7
1
8
4
・
0
4
4
4

V
ガ
ラ
ス
細
工
展
示
会
(
と
ん
ぼ
玉

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
ほ
か
)

1

月
日

日
開
9
時
S
U時
。
郵
便
局
本
局
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
l
ム
。
入
場
無
料
。

簡
単
と
ん
ぼ
玉
作
り
体
験
1
0
0
0

円
。
街
メ
ツ
セ
・
矢
吹
雪
0
9
0
・

3
4
2
0
・
2
4
6
9

V
蛤
貝
の
お
ひ
な
さ
ま
作
り

1
月

5
3月
の
第
2
・
4
冊
目
時
却
分
5

日
即
時
。
中
越
山
旧
古
志
村
災
害
地
に

-aep' 

送
り
ま
す
。
無
料
。
ハ
サ
ミ
、
蛤
買

が
ら
5
組
以
上
持
参
。
ボ
ラ
ン
テ
ア

l
あ
ぴ
こ
手
作
り
の
会
宮
7
1
8
5

.
3
1
0
0
 

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り

月
mm
日
側
成
回
線
新
木
駅
南
口
8
時

mw
分
集
合
、
日
時
こ
ろ
解
散
予
定
(
雨

天
中
止
)
。
浅
間
神
社
、
井
上
宅
、

延
命
寺
、
徳
満
寺
ほ
か
。

5
0
0
円。

雨
具
、
シ
ー
ト
持
参
。
山
崎
宮
0
2

9
7
・
円
・

0
3
5
0

V
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
向
け
た

「
ダ
ブ

ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
」
レ
ッ
ス

ン

2
月
6
日
開
①
叩
時
5
日
時
却

分
②
日
時
i
U
時
加
分
。
ア
ピ
ス
タ
o

m
人。

5
0
0
円
。
エ
コ
ー
ル
ア
コ

l
g
ω

・
3
3
8
1
・
3
3
8
3

会
員
・
仲
間
募
集

V
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

毎
週
ω四
日
時
却
分
1
ロ
時
。
湖
北
地

区
公
民
館
ま
た
は
湖
北
台
近
セ
。
体

験
可
。
⑨
2
0
0
0
円
。
田
口
宮
7

1
4
9
・
5
6
5
4
(
四
時
以
降
)

ま
た
は
直
接
会
場
へ

V
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

毎
週

ω目
時
却
分

s
m時
却
分
。
湖

北
台
近
セ
。
体
験
可
。
⑨
2
0
0
0

円
。
電
話
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
鎌
田

宮
7
1
4
9
・
3
8
3
1
(
四
時
以

降
)
ま
た
は
直
接
会
場
へ

V
登
山
サ
ー
ク
ル
岳
人
あ
び
こ

ω

歳
ま
で
の
方
。
入
5
0
0
0
円
、
年 1 

-
万
2
0
0
0
円
。
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
1
月
初
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
l
l
2
1
中
峠
1
6
4
2
の
M清

家
三
保
子
宮
7
1
8
7
・
0
5
8
8

V
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「D
A
D

A
舞
夢
我
孫
子
支
部
」

3
カ
月
無

料
講
習
会

2
月
5
4月
毎
月
開
3

回
目
時
i
m時
日
分
。
初
回
2
月
6

日
開
。
市
民
プ
ラ
ザ
。
初
心
者
先
着

加
入
。

1
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)
。

北
原
告
7
1
8
3
・
5
2
4
5

V
A
B
C
ス
ク
エ
ア
l
ズ
初
心
者
講

習
会

毎
週
回
目
時

S
U時
(
全
初

回
1

1
月
沼
田
無
料
体
験
。
湖
北

台
近
セ
ほ
か
。
カ
ン
ト
リ
ー
&
ウ
エ

ス
タ
ン
で
踊
る
楽
し
い
ス
ク
エ
ア
ダ

ン
ス
。

5
0
0
0
円
(
全
初
回
分
)
。

石
崎
宮
7
1
8
8
・
7
9
6
5

V
ス
タ
ッ
フ
募
集

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム

「南
新
木
の
お
う
ち
」
新
規
開
設

に
伴
い
、
管
理
者
(
経
験
3
年
以
上
)
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
(
常
勤
、

パ
l
ト
)
、
調
理
(
パ
l
ト
)
を
募
集
。

エ
ス
ボ
ワ
l
ル
わ
が
家
採
用
係
官
附

7
1
8
8
・
9
7
6
6

不
周
回
目
情
報

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費

"
醸
り
ま
す
"

。
無
料
で
事
ベ
ッ
ド
:
・古
宮
古

7
1
8
4
・
5
2
5
8

申
ベ
ピ

I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

ー
カ
l
:
・
戸
田
宮
0
9
0
・
6
0

2
0
・
0
7
4
1

申
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル

(
4
入
掛
け
)
:
・藤

田
宮
7
1
8
6
・
1
1
9
6
ホ

2
段
ベ
ッ
ド
:
・
石
倉
宮
7
1
8
3

.
5
4
8
6
 

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。



2006.1 .16 (8) t1 怠 -ー-
1365人が大人の仲間入り
友人 ・恩師との再会!こ笑顔の花咲く

交通規制!こご協力を

1月9目、市民会館で成人式が行われました。

今年の対象者は1365人、成人式には、 972人が
参加しました。

会場は、重やかな晴れ着姿や真新しいスーツ

姿の新成人で埋め尽くされ、恩師や同級生との

再会を喜び合う歓声でにぎわっていました。

マラソン
1月22日(目)開催

続

毎
年
恒
例
の
「新
春
マ
ラ
ソ
ン
」

が
1
月
辺
日
側
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
日
、
周
辺
道
路

は
大
幅
な
表
通
規
制
が
実
施
さ
れ

ま
す
。コ
ー
ス
沿
道
や
周
辺
に
お
住
ま

い
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

第 1157号

湖
北
小
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
で
大
賞

ク
イ
ズ
や
紙
芝
居
で
防
災
学
習

昨年12月5目、湖北4惇枝が
「ぼうさい甲子園J(1.17防
災未来賞)で 「ぼうさい大賞J
に遷ばれました。

これは、学校や地域で防災教

育に取り組む子どもや学生を表

け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈車
両
通
行
止
め
〉

時
間

午

前

9
時
却
分
か
ら
日
時
初

分通
行
止
め
区
間
(
下
回
参
照
)

②
子
資
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
(
市

役
所
下
交
差
点
か
ら
湖
北
台
5
丁

目
交
差
点
)

②
湖
北
台
中
学
校
と
湖
北
台
中
央

公
園
の
周
辺
道
路

〈
阪
東
パ
ス
〉

車
両
通
行
止
め
の
時
間
内
、
湖

北
台
5
・
6
丁
目
経
由
の
パ
ス
は
、

「内
回
り
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

(
詳
し
く
は
停
留
所
に
掲
示
)

経
由
が
変
更
さ
れ
る
パ
ス

*
天
王
台
駅
発

午

前

9
時
却
分
、

9
時
必
分
、
日
時
、
日
時
日
分
、

叩
時
お
分
、
日
時
幻
分
、
叩
時
訂

企 1年生への防災指導

彰するもので、毎日新聞社、兵庫県、制限

神・淡路大震災記念協会が主催しています。

今年は、小学校、中学校、高校、大学の

4部門に、 26都道府県から計147枝・グル

ープのF識がありました。

湖北小学校は、ゲームを取り入れた防災

学習や、非常食謂理なとをまとめた防災パ

ンフレッ卜の作成などが認められました。

また、月1回の防災新聞で活動を広報したり、紙芝居なとを通し
て下組生にも引き継いでいます。

市の取り組みがテレビで紹介されました
12月25日のサンデープロジ、工クトで放映

昨年12月25日、テレビ朝日のサンデ

ープロジェク卜で、 「シニアが活躍する

市内NPOの活動」、「市民諜のフロア

マネージャーJ、「コミュ二ティビジネ
ス起業講座J(写真)、 「地域活動イン
ターンシッププログラムJ、「公募補助
金制度J、「市民力レ、ソジ男塾Jな芯

我諌子市の取り組み力時長のインタービューを吏えて紹介されました。

回

手
賀
の
E
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学

蹴
宅
と
を
離
れ
踊
し
い
仲
間
と
交
続
し
よ
う

放
課
後
に
手
賀
の
丘
少
年
の
家
で
、

ほ
か
の
学
校
の
友
達
と
活
動
し
た
り
、

寝
泊
ま
り
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
は
、
子
ど
も

た
ち
が
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

行
い
、
他
校
の
異
学
年
の
児
童
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
自
立
心
や
協
調
性

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

学
校
と
手
賀
の
丘
少
年
の
家
聞
は
、

パ
ス
な
ど
で
送
迎
し
ま
す
。

日
程

2
月
幻
日

ωの
放
課
後
か
ら

お
月
例
の
登
校
ま
で
(
期
間
中
は
塾

や
部
活
動
は
行
え
ま
せ
ん
)

対
象

・
客
員
我
孫
子
第
二
小
学
校
、

湖
北
小
学
校
、
湖
北
台
西
小
学
校
、

湖
北
台
東
小
学
校
、
新
木
小
学
校
、

布
佐
小
学
校
、
布
佐
南
小
学
校
の
4

年
生
か
ら
6
年
生
、
男
女
各
部
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

※
す
で
に
参
加
し
た
方
は
対
象
外
。

参
加
費

2
5
0
0
円

※
参
加
者
と
保
護
者
は
、
合
同
説
明

会

(
2
月
日
日
嗣
午
後
1
時
初
分
、

湖
北
地
区
公
民
館
)
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に

「第
5
回
手

賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
」
、
学

校
名
、
参
加
児
童
の
住
所
、
尚
一
得

電
話
番
号
、
性
別
、
保
護
者
の
氏
名

を
明
記
し
、

1
月
白
日
必
着
で
一
T
2

7
o
l
-
-
6
6
我
孫
子
1
6
8
4

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

主
催
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
、

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

旬

選

っ
閉
め
る
烏
た
け
だ
け
し
木
守
柿
岡
本
邦
夫

会

e去
も
鼠
リ

M
v
a
s
c

鱒

卓

{

評
}

柿
は
秋
の
季
語
だ
が
、
木
守
柿
は
冬
の
も
の
。
一
つ
残
る
柿
を
巡
り
烏
の
声
は
鋭
い
。

制

覇

の

靴

軽

や

か

に

走

り

す

今

井

岩

夫

{評
一

新
調
し
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
は
足
に
ぴ
っ
た
り
、
今
年
も
元
気
に
行
け
そ
う
だ
。

さ

ざ

液

の

分

身

と

な

り

小

魚

は

新

春

の

沼

に

翻

り

た

り

渡

辺

詔

子

院
阿

4Z

盛、

{評
}

沼
面
に
翻
る
光
は
新
し
い
年
へ
の
希
望
。
歌
を
発
表
す
る
場
の
T
P
Oを
心
得
て
い
る
。

お
阻
だ
こ

川
風
に
押
し
あ
げ
ら
れ
て
A
ど

な

り

つ

つ

き

凧

弁

慶

そ

ら

に

居

座

る

津

村

阿

星

{評
}

一
年
間
続
い
た
大
河
ド
ラ
マ
に
立
往
生
し
た
ば
か
り
の
弁
慶
が
正
月
の
空
を
麟
概
す
る
。

山
肢
の
む
ら
さ
き
め
ゆ
る
け
ふ
の
筑
波
小
さ
き
北
の
窓
よ
り
品
川
肋
く

新
材
織
の
香
り
漂
ひ
て
鴨
に
染
み
入
る
上
棟
の
酒
'

選
日
輪
が
手
賀
沼
に
上
る
遊
歩
道
あ
か
い
ベ
ベ
着
て
こ
ま
判
馳
履
い
て

子

水
質
の
い
と
良
く
な
り
し
沼
に
し
て
す
烏
減
る
を
ま
た
も
聞
き
た
り

嘗
嶋

市

幼

ら

に

「声
掛
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
よ
」
と
教
ふ
か
く
育
ち
た
る
子
ら
の
行
く
末

百
柄

ば

ん

由

か

っ

く

鑓

附

ぬ
ぱ
た
ま
の
漆
黒
に
添
へ
大
鶴
の
額
の
み
白
く
神
は
創
れ
り

文芸だより
十今号から俳句の選評者が染谷卓さんに変わります。 I
U染谷さんは、義孫子市俳句連盟会長代行として活躍されています。E

鐘烏木襲き初屠k
ーた守牡景蘇そ
っち柿丹ん色の

すに残を天座勧
初し植衣のむ
て湯てゑ無守5
寺 め庭て縫ド
山く師八ゃの血
四ょ湯梯子十そ風筋孟
方も気子主路ぢが諾さ
の朝下の吹へe
春のり年きり
t召を
越
す

川
上
進
也

町

田

進

新

堀

博

渡
辺
正
夫

渋
谷
多
佳
子

中

野

武

十
月
の
末
に
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽

酔
の
そ
ば
を
通
る
と
、
東
側
斜
面
に
、

花
を
つ
け
た
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。

M
m
鑑
μ
畿
の
名
は
、
花
の
形
を
釣

鐘
に
、
白
く
て
太
い
根
を
朝
鮮
人
参

に
た
と
え
た
も
の
で
す
。
草
丈
は
、

四
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

あ
り
、
葉
は
三
個
か
ら
四
個
集
っ
て

シタシ
ロ
口糸町川wm

山
Uヲ

「文芸だよりは、皆さんがつくる 1
|コーナーです。締め切りは、毎月 1
f1IJ日(必着)。ハガキで1人1作l
|に限ります。 I

応募先 〒~・m市役所広報 l
|室(住所省略可)ヘ l 
..青少年(18歳以下1の部jの作l
ι(俳句・短歌)も募集しています。 l
| 青少年の部ヘ応募する方は、か l
lならず年齢を明記してください。，

梅川三千渡石
田上谷葉辺河

(キキョウ科)

茎
に
制
慰
し
て
い
ま
す
。

ま
た
花
は
茎
の
上
部
に
数
個
ず
つ

集
ま
っ
て
っ
き
、
下
向
き
で
、
釣
鐘

を
吊
り
下
げ
た
よ
λ
手
形
で
す
。

釣
鐘
状
の
花
か
ら
は
、
船
し
ベ
が

長
く
突
き
出
て
お
り
、
釣
鐘
の
竜
頭

に
当
た
る
部
分
に
は
、
細
く
五
つ
に

裂
け
た
苓
も
見
え
ま
す
。

花
期
は
八
月
か
ら
十
月
ご
ろ
ま
で

で
す
が
、
十
一
月
末
に
花
を
見
か
け

た
場
所
を
再
度
訪
れ
る
と
、
ク
チ
ナ

シ
を
小
型
に
し
た
よ
う
な
果
実
が
、

が
く
へ
ん

細
い
苓
片
を
つ
け
た
ま
ま
、
下
向
き

に
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

き
ょ
た
ん

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
の
根
は
去
疾

薬
と
し
て
使
わ
れ
、
春
の
若
芽
は

「と
と
き
」
と
呼
ん
で
、
古
く
か
ら

し
ょ
〈

山
菜
と
し
て
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
) 啓進和フ正和

子也夫ミ夫子
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